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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　書き込まれた情報を無電源で連続して表示可能な表示時間が異なる第１および第２の表
示領域を備えた単独で持ち運びできる表示記録媒体に画像情報および所定の情報を書き込
む書込装置であって、
　前記第１および第２の表示領域のうち前記表示時間の長い方の表示領域に前記画像情報
を書き込むとともに、短い方の表示領域に前記画像情報が書き込まれたことを示す前記所
定の情報を書き込む書込部を備えたことを特徴とする書込装置。
【請求項２】
　前記書込部は、同種のエネルギーで前記画像情報および前記所定の情報を書き込むこと
を特徴とする請求項１に記載の書込装置。
【請求項３】
　前記書込部は、前記画像情報と前記所定の情報を同時に書き込むことを特徴とする請求
項１に記載の書込装置。
【請求項４】
　前記書込部は、前記表示記録媒体が前記書込装置の筐体から排出されるまでの間に前記
画像情報と前記所定の情報を書き込むことを特徴とする請求項１に記載の書込装置。
【請求項５】
　前記所定の情報は、書込終了を示す文字、図形あるいは記号であることを特徴とする請
求項１に記載の書込装置。
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【請求項６】
　前記所定の情報は、前記画像情報を前記表示時間の長い方の表示領域に書き込んだ時刻
であることを特徴とする請求項１に記載の書込装置。
【請求項７】
　前記所定の情報は、前記表示時間の短い方の表示領域全体に書き込まれた特定の色情報
であることを特徴とする請求項１に記載の書込装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、書込装置に関し、特に、無電源で情報を表示可能な表示記録媒体に対し情報
の書替えを行ったとき、その書替えが適切に行われたか否かを容易に確認できるようにし
た書込装置に関する。
 
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示記録媒体として、紙媒体や電子ディスプレイデバイスの他に、電子ディスプ
レイの長所と紙の長所を併せ持った表示記録媒体あるいはデジタルペーパと称せられる表
示記録媒体が注目されている。
【０００３】
　この表示記録媒体は、表示に関してメモリ性を有することから、情報の書替え時のみ画
像書込装置により、書込みのエネルギーを与えるだけで良く、表示を維持するエネルギー
付与は不要である。従って、情報の書込み後に画像書込装置から表示記録媒体のみを切り
離し、紙媒体のように手軽に持ち運んだり、重ねたり、並べたり、手に持って情報を読む
ことができる。
【０００４】
　上記のようなメモリ性を有する表示記録媒体として、光の照射と電圧の印加によって画
像が可視的かつ消去自在にメモリされる光書込型表示記録媒体、およびこの表示記録媒体
に画像を書き込む画像書込装置が知られている(例えば、特許文献１参照)。
【０００５】
　この特許文献１に記載された表示記録媒体は、一対の透明電極間に、液晶層と、光の照
射によって抵抗値が変化する光導電層とが積層されたものである。また、その表示記録媒
体に画像を書き込む画像書込装置は、液晶パネルから２次元的な光パターンを２次元マイ
クロレンズアレイを介して表示記録媒体の光導電層に結像するように照射し、光導電層に
光パターンに基づく抵抗分布を生じさせ、一対の透明電極間に受電部を介して電圧を印加
して、光導電層の抵抗分布に基づく分圧分布を液晶層に印加し、分圧分布に応じた画像を
液晶層に記録するものである。
【０００６】
　この光書込型表示記録媒体の画像書込装置によれば、一対の電極全体に電圧を印加しな
がら画像情報を面状に露光することで印字が可能なため、ライン露光や走査露光などに比
べ、大容量の画像情報を高速に書込むことが可能となる。
【０００７】
　しかし、上記の画像書込装置は、紙に印字する通常のプリンタ等とは異なり、既に書き
込まれた情報があるものに対して別の情報を上書きするというプロセスをとるため、上書
きによる書替えがなされたのか、あるいは書替えがなされずに元の情報が消えずに残って
いる状態なのかを、画像表示領域を見ただけでは確認することができないという不具合が
ある。
【０００８】
　一方、フロッピー（登録商標）ディスク（以下「ＦＤ」という。）への記憶内容を表示
するようにした記憶媒体、およびそのＦＤに対しデータを読み書きするＦＤドライバが提
案されている（例えば、特許文献２参照）。
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【０００９】
　この記憶媒体は、ＦＤに熱可逆記録材料からなるラベルシートを貼り付けたものであり
、ＦＤドライブの記憶装置部がＦＤに新たなデータを記憶したとき、ＦＤドライブの印刷
装置部によりラベルシートの印字内容を消去した後、ラベルシートにＦＤへの記憶内容を
印字する。ラベルシールに印字された内容を見ることにより、記憶内容が書き替えられた
かどうかを確認することができる。
【特許文献１】特開２００１－３０１２３３号公報（［００３１］～［００４３］、図１
、図２）
【特許文献２】特開２０００－１９５２２４号公報（［００３０］～［００３８］）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかし、従来の記憶媒体によると、記憶内容を見るにはＦＤドライバを必要とするため
、紙媒体のように記録内容を無電源で表示することはできない。
【００１１】
　従って、本発明の目的は、無電源で情報を表示可能な表示記録媒体に対し情報の書替え
を行ったとき、その書替えが適切に行われたか否かを容易に確認することができるように
した書込装置を提供することにある。
 
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、上記目的を達成するため、書き込まれた情報を無電源で連続して表示可能な
表示時間が異なる第１および第２の表示領域を備えた単独で持ち運びできる表示記録媒体
に画像情報および所定の情報を書き込む書込装置であって、前記第１および第２の表示領
域のうち前記表示時間の長い方の表示領域に前記画像情報を書き込むとともに、短い方の
表示領域に前記画像情報が書き込まれたことを示す前記所定の情報を書き込む書込部を備
えたことを特徴とする書込装置を提供する。
【００１３】
　第１および第２の表示領域に情報を書き込むと、表示時間の短い方の表示領域の方が他
方の表示領域よりも先に情報が消えることから、一定時間内に他方の表示領域の情報が書
き替えられたことが分かる。
【００１４】
　「表示時間」は、情報が書き込まれてから消えるまでの時間をいうが、完全に消えてい
ない状態までの時間も含まれる。第１および第２の表示領域のうち一方の表示領域は、１
日、数日、１ヶ月、数ヶ月、１年、あるいは数年という長い表示時間を有し、他方の表示
領域は、数秒、１分、数分、１時間、あるいは数時間という短い表示時間を有するのが望
ましい。
【００１５】
　第１および第２の表示領域は、例えば、電気（電界）、熱、光等の同種のエネルギーで
情報が書き込まれる構成を有するのが好ましい。これにより、表示領域を容易に製造する
ことができる。この場合、第１および第２の表示領域の構成要素が異なってもいてもよい
。
【００１６】
　第１および第２の表示領域は、共通の構成要素を有し、共通の構成要素のうち少なくと
も一部の構成要素の特性が異なることにより表示時間が異なるようにしてもよい。これに
より、表示領域を容易に製造することができる。
【００１７】
　第１および第２の表示領域は、電圧が印加される一対の電極と、一対の電極間に積層し
て設けられた液晶層および光導電層とを備えたものを用いてもよい。一対の電極に電圧を
印加するとともに、光導電層に画像信号に応じたパターン光を照射すると、光導電層が光
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の照射によって抵抗値が小さくなり、液晶層の分圧が増加し、光反射率が大きくなるので
、光反射率の変化による画像が表示される。
【００１８】
　上記のような光書込型表示記録媒体の場合に、液晶層の特性が異なることにより表示時
間が異なるようにしてもよい。液晶層がコレスティック液晶をマイクロカプセルに封入し
た構成を有する場合は、マイクロカプセル内の配向制御力を異ならせることにより表示時
間が異なるようになる。
【００１９】
　第１および第２の表示領域は、電圧が印加される一対の電極と、電圧の印加によって一
対の電極間に形成される電界に応じて一対の電極間を移動する所定の帯電特性を有する粒
子群とを備えた構成としてもよい。一対の電極に電圧を印加することにより、一対の電極
間に電界が発生し、その電界の向きに応じて粒子が移動し、一対の電極のうち一方の電極
に付着した粒子によって情報が表示される。
【００２０】
　第１および第２の表示領域は、粒子群の帯電特性の強さが異なることにより表示時間が
異なるようにしてもよい。
【００２１】
　また、メモリ性を有する表示記録媒体として、上記の他に、ロイコ染料を用いた感熱記
録媒体や、強誘電液晶に代表されるメモリ性を有する液晶、帯電した粒子を移動させて表
示を切り替える電気泳動方式、帯電した粒子を回転させて表示を切り替える粒子回転方式
、および磁気により粒子を移動させて表示を切り替える磁気泳動方式等を用いてもよい。
【００２２】
　第１および第２の表示領域への記録形式は、異なっていてもよく、同一でもよい。
【００２３】
　第１および第２の表示領域は、表示時間の長い方の表示領域が短い方の表示領域よりも
広い表示面積を有することが好ましい。これにより、メモリ性の高い方の表示領域に多く
の情報を書き込むことができる。
【００２４】
　第１および第２の表示領域は、同一の面に設けても異なる面に設けてもよい。例えば、
表示記録媒体の表面と裏面に設けてもよい。
【００２６】
　書込装置の書込部が表示記録媒体の第１および第２の表示領域に情報を書き込むと、表
示時間の短い方の表示領域の方が他方の表示領域よりも先に情報が消えることから、一定
時間内に他方の表示領域の情報が書き替えられたことが分かる。
【００２７】
　書込部は、表示領域への記録形式に応じた電気（電界）、熱、光等の書込みエネルギー
を用いて表示領域に情報を書き込む。このとき、書込部は、第１および第２の表示領域に
、例えば、電気（電界）、熱、光等の同種のエネルギーで情報を書き込む構成を有するの
が好ましい。これにより、両表示領域に対する書込部の構成を同様の構成とすることがで
き、表示媒体および書込部を容易に製造することができる。
【００２８】
　書込部は、画像情報と所定の情報を同時に書き込む構成としてもよく、表示記録媒体が
書込装置の筐体から排出されるまでの間に画像情報と所定の情報を書き込む構成としても
よい。筐体から排出される表示記録媒体は、表示時間の短い方の表示領域の方が他方の表
示領域よりも先に情報が消えることから、他方の表示領域の情報が書き替えられたことが
分かる。
 
【００２９】
　所定の情報は、書込終了を示す文字、図形あるいは記号でもよく、画像情報を表示時間
の長い方の表示領域に書き込んだ時刻でもよい。また、表示時間の短い方の表示領域全体
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に特定の色情報を書き込んでもよい。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、無電源で情報を表示可能な表示記録媒体に対し情報の書替えを行った
とき、その書替えが適切に行われたか否かを容易に確認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
[第１の実施の形態]
(画像書込システムの構成)
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る画像書込システムを示す。この画像書込シス
テム１００は、画像書込装置１と、この画像書込装置１に装填して書込みが行われる光書
込型の表示記録媒体２Ａとを備える。
【００３２】
　画像書込装置１は、箱型の筐体１０と、表示記録媒体２Ａに画像を書き込む書込部１１
と、筐体１０の外部から搬入された表示記録媒体２Ａを書込部１１へ搬送する一対の搬送
ローラ１２Ａ，１２Ｂと、搬送ローラ１２Ａ，１２Ｂに表示記録媒体２Ａを押圧する一対
の押圧ローラ１３Ａ，１３Ｂと、押圧ローラ１３Ａ，１３Ｂに附勢力を付与するスプリン
グ１４Ａ，１４Ｂと、書込部１１上の書込位置に位置決めされた表示記録媒体２Ａの一対
の受電部に接触する一対の書込電圧印加電極１５と、書込電圧印加電極１５に書込み用の
電圧を印加する書込電圧発生部１６と、書込部１１、書込電圧発生部１６およびローラ１
２Ａ，１２Ｂを制御する制御部１７と、表示記録媒体２Ａに書き込むための画像情報を格
納する記憶部１８とを備えている。
【００３３】
　筐体１０は、側面に表示記録媒体２Ａを搬入するための搬入口１０ａを有し、その側面
に対向する他方の側面には、書込みが済んだ表示記録媒体２Ａを排出するための排出口１
０ｂを有する。
【００３４】
　書込部１１は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイ（ＰＤＰ）、エレ
クトロルミネッセンスディスプレイ（ＥＬＤ）、蛍光表示管ディスプレイ（ＶＦＤ）、電
界放出ディスプレイ（ＦＥＤ）等による表示パネルを備えている。表示パネルに液晶ディ
スプレイ（ＬＣＤ）を用いた場合には、さらに白色ＬＥＤ（発光ダイオード）や冷陰極管
等によるバックライトを備える。
【００３５】
　搬送ローラ１２Ａ，１２Ｂは、その回転および停止の制御が制御部１７によってなされ
る。押圧ローラ１３Ａ，１３Ｂは、表示記録媒体２Ａを介挿した状態でスプリング１４Ａ
，１４Ｂの附勢力により搬送ローラ１２Ａ，１２Ｂを押圧し、従動する。
【００３６】
　書込電圧印加電極１５は、図示せぬ押圧機構によって画像書替え時に下方に附勢され、
書込位置に搬入された表示記録媒体２Ａの受電部に接触する。
【００３７】
　書込電圧発生部１６は、制御部１７の制御の下に、書込み（書替え）時に、書込電圧印
加電極１５に印加するための書込み用の電圧を生成する。
【００３８】
　制御部１７は、ＣＰＵ、プログラムが格納されたＲＯＭ（リード・オンリー・メモリ）
、データを一時的に記憶するＲＡＭ（ランダム・アクセス・メモリ）、インターフェース
回路等を備える。また、図示を省略しているが、ユーザが入力設定等の操作を行うための
操作部も接続されている。
【００３９】
　記憶部１８は、ＤＶＤ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ等のディスクを利用した端末装置、ハー
ドディスク等の磁気記憶媒体を用いた記憶装置、半導体メモリ等を用いて構成されている
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。
【００４０】
（表示記録媒体の構成）
　図２は、表示記録媒体２Ａの表面を示す。表示記録媒体２Ａは、図２（ａ）に示すよう
に、表面２ａの中央には、書込部１１によって書き込まれた画像を表示する矩形状の画像
表示領域２ｄが設けられ、表面２ａの搬送方向Ｃの先端側には、画像表示領域２ｄに隣接
させて画像表示領域２ｄの画像が書き替えられたことを示す情報を表示する印字確認表示
領域２ｅが設けられている。また、搬送方向Ｃに沿う辺近傍の表面２ａには、書込電圧印
加電極１５からの電圧を受ける一対の受電部２０７Ａ，２０７Ｂが設けられている。
【００４１】
　なお、画像書込装置１の構成によっては、図２（ｂ）に示すように、印字確認表示領域
２ｅを図２（ａ）と比べて反対側に設けることができる。また、図２（ｃ）のように、丸
形にしてもよい。或いは、四角形、楕円形、星形等であってもよい。
【００４２】
（表示記録媒体の層構成）
　図３は、表示記録媒体２Ａの層構成を示し、図２（ａ）のＡ－Ａ線断面図である。表示
記録媒体２Ａは、図３に示すように、画像表示領域２ｄに対向して画像書込領域２ｃが確
保され、印字確認表示領域２ｅに対向して印字確認書込領域２ｆが確保されている。表示
記録媒体２Ａは、対向配置したＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）フィルムからなる
一対の透明な基板２０１Ａ，２０１Ｂと、一対の基板２０１Ａ，２０１Ｂの内側に設けら
れたＩＴＯ（インジウム錫酸化物）からなる一対の透明電極２０２Ａ，２０２Ｂと、透明
電極２０２Ａの内側に設けられるとともに透明電極２０２Ａ，２０２Ｂへの印加電圧に応
じて反射率（透過率）が変化するコレステリック液晶からなる液晶層２０３と、書込パタ
ーン光３０の画像書込領域２ｃへの照射によって抵抗値が小さくなるように形成されると
ともに透明電極２０２Ｂの内側に配設された光導電層２０４と、液晶層２０３と光導電層
２０４の間に設けられた光吸収層２０５と、透明電極２０２Ｂから表面２ａ側に延在する
延在部２０６と、透明電極２０２Ａ，２０２Ｂに接続するように形成された一対の受電部
２０７Ａ，２０７Ｂと、基板２０１Ａ，２０１Ｂ間を埋めるように充填された樹脂充填部
２０８とを備える。液晶層２０３のコレステリック液晶は、マイクロカプセル２０３ａに
封入されている。
【００４３】
　画像表示領域２ｄと印字確認表示領域２ｅは、上述したように共通の構成要素から構成
されているが、印字確認表示領域２ｅの液晶層２０３は、画像表示領域２ｄの液晶層２０
３よりもメモリ性を弱くしている。例えば、印字確認表示領域２ｅの液晶層２０３におけ
るマイクロカプセル２０３ａ内の配向制御力を強くすることで、メモリ性を画像書込領域
２ｃよりも弱くしている。これにより、電界が印加されてプレーナー状態になった後、カ
プセル２０３ａの内壁の配向制御力の働きによって、プレーナー状態を維持できずにラン
ダム状態に変化し、グレー表示になる。
【００４４】
(画像書込システムの動作)
　次に、図１～図５を参照して、画像書込システム１００の動作について説明する。図４
は、印字確認表示領域２ｅの表示例を示し、図５は、タイミングチャートを示す。なお、
図５中、Ｄは画像表示領域２ｄの濃度変化の一例を示し、ｄは印字確認表示領域２ｅの濃
度変化の一例を示す。
【００４５】
（１）時刻ｔ0に達する前
　図５に示す時刻ｔ0に達する前は、表示記録媒体２Ａの画像表示領域２ｄには、書き込
まれる前の画像（人物の画像）が表示されているものとする。このとき、印字確認表示領
域２ｅには、例えば、白が表示されている。
【００４６】
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　搬入口１０ａから手動または自動により搬送方向Ｃから搬入された表示記録媒体２Ａは
、制御部１７の制御によって搬送ローラ１２Ａ，１２Ａが回転することにより、図１の右
方向へ搬送され、書込部１１上に到達する。
【００４７】
（２）時刻ｔ0
　次に、制御部１７は、図５に示す時刻ｔ0において、書込指令信号を書込部１１と書込
電圧発生部１６に送り、それらを動作させるとともに、図示せぬ駆動機構を動作させて、
一対の書込電圧印加電極１５を表示記録媒体２Ａの受電部２０７Ａ，２０７Ｂに接触させ
る。
【００４８】
　次に、書込電圧発生部１６から書込電圧印加電極１５を介して受電部２０７Ａ，２０７
Ｂに電圧を印加するとともに、記憶部１８から画像データを読み出して書込部１１に書き
込信号を送出する。書込部１１は、書込信号に基づいた書込パターン光３０を生成し、書
込パターン光３０を表示記録媒体２Ａの裏面２ｂの画像書込領域２ｃと印字確認書込領域
２ｆに照射する。
【００４９】
　表示記録媒体２Ａにおいては、裏面２ｂから画像書込領域２ｃに照射された書込パター
ン光３０が、基板２０１Ｂ、透明電極２０２Ｂ、光導電層２０４、光吸収層２０５を順次
通過し、液晶層２０３に到達する。
【００５０】
　光導電層２０４は、光が照射された部分の抵抗値が小さくなり、それにより、光導電層
２０４とのインピーダンス比で決まる液晶層２０３の分圧が増加し、液晶層２０３におけ
る光反射率が大きくなる。従って、書替えが終了し、表示記録媒体２Ａが筐体１０から排
出された後では、表示記録媒体２Ａの表面２ａに照明光３２が照射されているとき、液晶
層２０３の書込パターン光３０が照射された領域は、反射率が大きくなるために照明光３
２が反射して白く見え、書込パターン光３０が照射されなかった領域は、照明光３２が液
晶層２０３を透過して光吸収層２０５で吸収されるために黒く見える状態の表示光３１を
視線Ｅの方向から画像として見ることができる。この画像は、受電部２０７Ａ，２０７Ｂ
への電圧印加が消失した後でも、長時間保持される。
【００５１】
　画像書込領域２ｃへの書込みと同時に、印字確認書込領域２ｆにも、書込パターン光３
０の一部が照射され、例えば、図４のような「印字済み」の文字が黒色で書き込まれる。
なお、印字確認書込領域２ｆには、文字だけでなく、その領域２ｆ全体に白色、黒色、赤
色等の特定の色を書き込んでもよく、記号、マーク、図柄、ロゴ等を書き込んでもよい。
【００５２】
（３）時刻ｔ0～ｔ1
　書込部１１による表示記録媒体２Ａへの書替え動作が終了すると、制御部１７は搬送ロ
ーラ１２Ａ，１２Ｂを回転させ、表示記録媒体２Ａを排出口１０ｂへ送り出し、筐体１０
の外へ排出する。このとき、図５に示す時刻ｔ1において、図示しない排出検出センサが
表示記録媒体２Ａの排出を検出し、その検出信号を制御部１７に送る。制御部１７は、書
込み対象の表示記録媒体２Ａが存在する場合は、その表示記録媒体２Ａを筐体１０内の書
込部１１に搬送して書込み制御を行う。
【００５３】
（４）時刻ｔ1～ｔ2
　排出された表示記録媒体２Ａは、書替えが正常になされた場合、印字確認書込領域２ｆ
に書込まれた内容が印字確認表示領域２ｅに表示される。印字確認表示領域２ｅの表示の
有無から、表示記録媒体２Ａの書替えが正常に行われたことを即座に知ることができる。
図５に示す時刻ｔ1～ｔ2の間表示記録媒体２Ａの画像表示領域２ｄには、書き替えられた
画像（風景の画像）が表示され、印字確認表示領域２ｅには図４に示すように「印字済み
」の文字が表示される。
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【００５４】
（５）時刻ｔ2以降
　この表示内容は、時刻ｔ2以降ではさらに濃度が低下し、時刻ｔ3では完全に消滅する。
時刻ｔ2における印字確認表示領域２ｅの濃度ｄｓは、「印字済み」の文字が認識できる
最低の濃度を示す。すなわち、時刻ｔ1～ｔ2が印字確認可能期間となる。
【００５５】
（第１の実施の形態の効果）
　この第１の実施の形態によれば、表示記録媒体２Ａの印字確認表示領域２ｅの表示状態
の変化から、一定時間内に画像表示領域２ｄの書替えが正常に行われたか否かを容易に確
認することができる。また、表示記録媒体２Ａの画像表示領域２ｄと印字確認表示領域２
ｅは、共通の構成要素から構成され、同種のエネルギーによって書替えできるので、表示
記録媒体２Ａおよび画像書込装置１を容易に製造することができる。
【００５６】
[第２の実施の形態]
　図６は、本発明の第２の実施の形態に係る印字確認表示領域の一例を示す図である。こ
の第２の実施の形態は、第１の実施の形態において、画像書込装置１は、時計機能を有し
、書込部１１は、表示記録媒体２Ａの表面に図２（ａ）と同様に設けた印字確認表示領域
２ｅに、画像表示領域２ｄに画像を書き込んだ時刻を書き込むものであり、他は第１の実
施の形態と同様に構成されている。この構成によれば、書込み時刻の表示により書替え時
期を正確に認識することができる。なお、書込み時刻は書込み日を含む広い概念である。
【００５７】
[第３の実施の形態]
（表示記録媒体の構成）
　図７は、本発明の第３の実施の形態に係る表示記録媒体を示す。この表示記録媒体２Ｂ
は、図３に示した第１の実施の形態の表示記録媒体２Ａにおいて、光吸収層２０５を透明
電極２０２Ｂの内側に配設し、液晶層２０３と光導電層２０４の間に隔離層２０９を追加
し、更に、印字確認表示領域２ｅと印字確認書込領域２ｆを兼ねる印字確認書込表示領域
２ｇを有する構成にしたものであり、その他の構成は図２および図３と同様であり、印字
確認書込表示領域２ｇに表示される内容も第１の実施の形態と同様である。また、表示記
録媒体２Ｂの書替えに用いられる画像書込装置１は、図１に示した通りである。
【００５８】
　この表示記録媒体２Ｂは、表面２ａ側から画像書込領域２ｃと画像表示領域２ｄを兼ね
る画像書込表示領域２ｈに書込パターン光３０が照射され、更に、受電部２０７Ａ，２０
７Ｂに所定の電圧が書込部１１から印加されることによって画像が書き込まれる。書き込
まれた画像は、画像書込装置１から排出された後、図７に示す視線Ｅの方向から見ること
ができる。
【００５９】
（表示記録媒体への書込み動作）
　搬入口１０ａから手動または自動により搬入された表示記録媒体２Ｂは、書込部１１上
へ搬送された後、書込部１１と書込電圧発生部１６の動作により記憶部１８から読み出し
た画像データに基づいて画像の書替えが行われる。書込部１１は、表示記録媒体２Ｂの画
像書込表示領域２ｈと印字確認書込表示領域２ｇに書込パターン光３０を照射する。
【００６０】
　画像書込表示領域２ｈに照射された書込パターン光３０は、基板２０１Ａ、透明電極２
０２Ａ、液晶層２０３、隔離層２０９を順次通過し、光導電層２０４を照射する。
【００６１】
　光導電層２０４は、光が照射された部分の抵抗値が小さくなり、それにより、光導電層
２０４とのインピーダンス比で決まる液晶層２０３の分圧が増加し、液晶層２０３におけ
る光反射率が大きくなる。従って、表示記録媒体２Ｂの画像書込表示領域２ｈを表面２ａ
側から見た場合、光が照射された領域は液晶層２０３で反射して白く見え、光が照射され
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ていない領域は液晶層２０３を通過して光吸収層２０５で吸収されるために黒く見える。
これにより、可視像として見ることが可能な画像が記録される。この画像は、受電部２０
７Ａ，２０７Ｂへの電圧印加が消失した後でも、長時間保持される。
【００６２】
　同時に、印字確認書込表示領域２ｇにも、書込パターン光３０が照射される。例えば、
図４に示す「印字済み」の文字が印字確認書込表示領域２ｇに書き込まれる。
【００６３】
　書込部１１による書替え動作が終了し、排出口１０ｂから排出された表示記録媒体２Ｂ
は、書替えが正常になされた場合、印字確認書込表示領域２ｇに書き込まれた「印字済み
」の文字が印字確認書込表示領域２ｇに表示される。この印字確認書込表示領域２ｇにお
ける表示の有無から、表示記録媒体２Ｂの書替えが正常に行われたことを即座に知ること
ができる。印字確認書込表示領域２ｇの表示は、一定時間（例えば数分）が経過すると消
滅する。
【００６４】
（第３の実施の形態の効果）
　この第３の実施の形態によれば、書込パターン光３０の方向と視線Ｅが同一である表示
記録媒体２Ｂに対しても、表示記録媒体２Ｂの印字確認書込表示領域２ｇの表示状態の変
化から、一定時間内に画像書込表示領域２ｈの書替えが正常に行われたか否かを容易に確
認することができる。また、表示記録媒体２Ｂの画像書込表示領域２ｈと印字確認書込表
示領域２ｇは、共通の構成要素から構成され、同種のエネルギーによって書替えできるの
で、表示記録媒体２Ｂおよび画像書込装置１を容易に製造することができる。
【００６５】
[第４の実施の形態]
（画像書込システムの構成）
　図８は、本発明の第４の実施の形態に係る画像書込システムを示す。この画像書込シス
テム１００は、画像書込装置１と、トナー方式による表示記録媒体２Ｃとを備えて構成さ
れている。
【００６６】
　画像書込装置１は、第１の実施の形態に示した制御部１７および記憶部１８のほか、表
示記録媒体２Ｃの初期化時に用いられる初期化用電圧発生部１９ａおよび書込み時に用い
られる粒子色表示用電圧発生部１９ｂを有する書込電圧発生部１９とを備える。この書込
電圧発生部１９は、制御部１７の制御の下に、内蔵のパルス電源回路により表示記録媒体
２Ｃの走査電極に順番に所定のパルス電圧を印加する。ここで、制御部１７、記憶部１８
、書込電圧発生部１９は、書込部を形成している。
【００６７】
（表示記録媒体の層構成）
　表示記録媒体２Ｃは、所定の間隔に配設された透明な一対の基板３０１Ａ，３０１Ｂと
、基板３０１Ａの内側に所定の間隔に配設された複数の走査電極３０２と、基板３０１Ｂ
の内側に走査電極３０２に直交するように配設された複数のデータ電極３０３と、走査電
極３０２およびデータ電極３０３の内側に配設されたポリカーボネート等からなる一対の
誘電体層３０４Ａ，３０４Ｂと、誘電体層３０４Ａ，３０４Ｂ間に一定間隔に配置される
ことにより複数のセル３０５を形成するための熱硬化性樹脂等による複数の仕切り部材３
０６と、それぞれのセル３０５内に封入された白色粒子３０７Ａおよび黒色粒子３０７Ｂ
とを備える。
【００６８】
　表示記録媒体２Ｃは、表示記録媒体２Ｂと同様に、画像表示領域２ｄの他に印字確認表
示領域２ｅを有する。この印字確認表示領域２ｅには、１つの走査電極３０２ａと、１ま
たは複数のデータ電極３０３が介在しており、その形成場所は、図２（ａ）の印字確認表
示領域２ｅと同様である。
【００６９】
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　この印字確認表示領域２ｅは、そのセル３０５内に封入している粒子３０７Ａ，３０７
Ｂを画像表示領域２ｄのセル３０５に比べて帯電量が低いものを選択的に封入し、或いは
、印字確認書込表示領域２ｇの画素の内壁の導電率を通常領域よりも高くしている（通常
は絶縁体。）。これにより、内壁に対する粒子３０７Ａ，３０７Ｂの付着力が低下する特
性が得られ、白黒粒子３０７Ａ，３０７Ｂの分離が崩れることにより、印字確認表示領域
２ｅの表示を、例えばグレーにすることができる。この表示は、一定時間が経過すると消
滅する。
【００７０】
　白色粒子３０７Ａは、例えば、体積平均粒径２０μｍの酸化チタン含有架橋ポリメチル
メタクリレートの球状微粒子（積水化成品工業（株）性テクポリマーＭＢＸ－２０－ホワ
イトを分級）１００重量部にイソプロピルトリメトキシシラン処理したチタニアの微粉末
０．４重量部を外添して得ることができる。
【００７１】
　黒色粒子３０７Ｂは、例えば、体積平均粒径２０μｍのカーボン含有架橋ポリメチルメ
タクリレートの球状微粒子（積水化成品工業（株）製テクポリマーＭＢＸ－２０－ブラッ
クを分級）を用いることができる。
【００７２】
（画像書込システムの動作）
　次に、図８を参照して画像書込システム１００の動作について説明する。まず、電源が
オンにされると、書込電圧発生部１９、制御部１７、記憶部１８に電力が供給される。
【００７３】
　画像書込みを行う場合、制御部１７および書込電圧発生部１９の初期化用電圧発生部１
９ａにより、表示記録媒体２Ｃの初期化が行われる。この初期化は、例えば、±２００Ｖ
で１００Ｈｚから１０ｋＨｚの交番電圧を走査電極３０２とデータ電極３０３に同時に印
加して、白色粒子３０７Ａを一方の基板側に付着させ、黒色粒子３０７Ｂを他方の基板側
に付着させるために用いられる。
【００７４】
　次に、制御部１７は、記憶部１８から画像データを読み出すと共に、書込電圧発生部１
９を制御して画像表示の処理を実行する。まず、１つめのデータ電極３０３と１つめの走
査電極３０２に対し、書替えのための画像データに対応した電圧を粒子色表示用電圧発生
部１９ｂから印加する。この電圧は、例えば、走査電極１１には、走査時に０Ｖ、非走査
時には＋７０Ｖの電圧を印加する。また、データ電極３０３には、例えば、白色表示時に
は０Ｖ、黒色表示時には＋１４０Ｖの電圧を印加する。
【００７５】
　このとき、白色粒子３０７Ａと黒色粒子３０７Ｂは、摩擦帯電により互いに異なる極性
に帯電している。例えば、白色粒子３０７Ａが負に帯電し、黒色粒子３０７Ｂは正に帯電
している。この状態において、画像データに基づいて走査電極３０２とデータ電極３０３
に電圧を印加すると、負に帯電した白色粒子３０７Ａは、正電圧が印加されたデータ電極
３０３側に移動して誘電体層３０４Ｂの内面に付着し、正に帯電した黒色粒子３０７Ｂは
、走査電極３０２側の誘電体層３０４Ａの内面に付着する。
【００７６】
　１つめの走査電極３０２とデータ電極３０３に対する走査が終了すると、次に、画像デ
ータに対応した電圧が、粒子色表示用電圧発生部１９ｂから２つめの走査電極３０２およ
びデータ電極３０３に印加される。これにより２つめの走査電極３０２側に白黒の画像が
形成される。
【００７７】
　走査電極３０２およびデータ電極３０３の全ての走査が終了すると、表示記録媒体２Ｃ
には、１枚分の白黒画像が表示される。この白黒画像は、照明光３２が照射されていると
き、基板３０１Ａを通して視線Ｅの方向から表示光３１を見ることができる。
【００７８】
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　走査電極３０２ａおよび１つ以上のデータ電極３０３が、印字確認表示領域２ｅに介在
している。従って、画像表示領域２ｄへの書込みに連動して、印字確認表示領域２ｅにも
所定の書込みが行われる。
【００７９】
　表示記録媒体２Ｃへの書替え動作が終了した後、印字確認表示領域２ｅに書込まれた表
示を見ることにより、印字確認表示領域２ｅに表示が有れば、表示記録媒体２Ｃの書替え
が正常に行われたことを即座に知ることができる。この表示は、一定時間が経過すると消
滅する。
【００８０】
（第４の実施の形態の効果）
　この第４の実施の形態によれば、トナー方式の表示記録媒体２Ｃについても、表示記録
媒体２Ｃの印字確認表示領域２ｅの表示状態の変化から、一定時間内に画像表示領域２ｄ
の書替えが正常に行われたか否かを容易に確認することができる。また、表示記録媒体２
Ｃの画像表示領域２ｄと印字確認表示領域２ｅは、共通の構成要素から構成され、同種の
エネルギーによって書替えできるので、表示記録媒体２Ｃおよび画像書込装置１を容易に
製造することができる。
【００８１】
［他の実施の形態］
　なお、本発明は、上記各実施の形態に限定されず、その要旨を変更しない範囲内で種々
な変形が可能である。例えば、その要旨を変更しない範囲内で各実施の形態の構成要素を
任意に組み合わせることができる。
【００８２】
　また、印字確認表示領域２ｅの表示は、表示が消えるもの限定されるものではなく、例
えば、色が変化するなどでもよい。
【００８３】
　更に、印字確認表示領域２ｅの表示が消えるまでの時間は、用途によって調整が出来る
ことが望ましいが、一般的な用途としては数分間程度で表示が消えるものであれば十分で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】本発明の第1の実施の形態に係る画像書込システムを示す構成図である。
【図２】図１の表示記録媒体の表面を示し、（ａ）は印字確認表示領域を受電部と同じ側
に設けた構成の平面図、（ｂ）は印字確認表示領域を（ａ）の反対側に設けた構成の平面
図、（ｃ）は印字確認表示領域の他の形状例を示す平面図である。
【図３】図２の表示記録媒体のＡ－Ａ線の断面図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る印字確認表示領域の表示例を示す平面図である
。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係るタイミングチャートである。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る印字確認表示領域の表示例を示平面図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態に係る表示記録媒体を示す断面図である。
【図８】本発明の第４の実施の形態に係る画像書込システムを示す構成図である。
【符号の説明】
【００８５】
１　画像書込装置
２Ａ，２Ｂ，２Ｃ　表示記録媒体
２ａ　表面
２ｂ　裏面
２ｃ　画像書込領域
２ｄ　画像表示領域
２ｅ　印字確認表示領域



(12) JP 4821110 B2 2011.11.24

10

20

30

40

２ｆ　印字確認書込領域
２ｇ　印字確認書込表示領域
２ｈ　画像書込表示領域
２ｇ　印字確認書込表示領域
１０　筐体
１０ａ　搬入口
１０ｂ　排出口
１１　書込部
１１　走査電極
１２Ａ，１２Ｂ　搬送ローラ
１３Ａ，１３Ｂ　押圧ローラ
１４Ａ，１４Ｂ　スプリング
１５　書込電圧印加電極
１６　書込電圧発生部
１６ａ　初期化用電圧発生部
１６ｂ　粒子色表示用電圧発生部
１７　制御部
１８　記憶部
１９　書込電圧発生部
３０　書込パターン光
３１　表示光
３２　照明光
１００　画像書込システム
２０１Ａ，２０１Ｂ　基板
２０２Ａ，２０２Ｂ　透明電極
２０３　液晶層
２０３ａ　マイクロカプセル
２０４　光導電層
２０５　光吸収層
２０６　延在部
２０７Ａ，２０７Ｂ　受電部
２０８　樹脂充填部
２０９　隔離層
３０１Ａ，３０１Ｂ　基板
３０２，３０２ａ　走査電極
３０３　データ電極
３０４Ａ，３０４Ｂ　誘電体層
３０５　セル
３０６　仕切り部材
３０７Ａ　白色粒子
３０７Ｂ　黒色粒子
Ｃ　搬送方向
Ｅ　視線



(13) JP 4821110 B2 2011.11.24

【図１】



(14) JP 4821110 B2 2011.11.24

【図２】



(15) JP 4821110 B2 2011.11.24

【図３】



(16) JP 4821110 B2 2011.11.24

【図４】



(17) JP 4821110 B2 2011.11.24

【図５】



(18) JP 4821110 B2 2011.11.24

【図６】



(19) JP 4821110 B2 2011.11.24

【図７】



(20) JP 4821110 B2 2011.11.24

【図８】



(21) JP 4821110 B2 2011.11.24

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｇ０２Ｆ   1/17     (2006.01)           Ｇ０２Ｆ   1/17    　　　　          　　　　　

    審査官  松岡　智也

(56)参考文献  実開昭５７－１１６９１９（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００３－００５１４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０３－０１４６２３（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００４－０１２５９０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２８７０７６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６３－２５９５１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１３１５００（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｆ　　９／４０
              Ｇ０２Ｆ　　１／１３３－　１／１３３４、
              　　　　　　１／１３３９－　１／１３６８、１／１５－１／１９


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

